
担当省庁名：外務省

　拠出金名：環境問題拠出金（途上国の参加に関する基金）     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 　国際機関等名
（英文名称・略称）

 　　種　　　別 国連本体 国連専門機関 その他

 所轄官庁担当局課名

金　　　額
邦　　貨 外貨１ 外貨２ レート 拠出率（％） ODA率（％）

単   位 （千　円） （千ドル） （千　　　） （注1）
5,500 50 1$  =   110円 (2004年) 100

- - - - (2003年) -

- - - - (2002年) -

 拠出上位５ヶ国

（千ドル） 率（％） 当該年度の収入 46,887,477ドル

１位 米国 362 --- 当該年度の支出 48,116,096ドル

２位 イタリア 340 --- 次年度への繰越 16,404,564ドル

３位 英国 184 ---
４位 ドイツ 167 ---
５位 スウェーデン 135 ---
上記の順位は２００４年のもの

 邦人職員が占めている幹部ポスト
ポストの名称 職　員　氏　名 備　　考

 当該機関重要ポストへの邦人職員送り込みについての具体的な計画

（注２）金額は事務局予算全体を示す。

 当該機関に対する我が国としての評価（当該国際機関の政策に対する我が国の意見の反映度を含む）

　当該国際機関は、社会、経済情勢の異なる国家間の利害が交錯する中で、地球規模の問題である気候
変動問題に関して全会一致の合意形成の促進という非常に困難な課題に取り組んでいる。こうした中で、
地道ではあるが着実に成果を積み上げている事務局の努力について、我が国として評価している。また、
本基金に対する拠出については、議論をさらに活性化させるという観点から途上国を含む全ての国が議論
に参加する環境の醸成が不可欠であるところ、本基金を通じてそのような環境作りに貢献できたと考える。

　京都議定書発効に伴い従来の業務に倍する事務作業量の増大が見込まれているが、業務内容の整理
を行い、従来の事務局業務と新規の業務との重複している部分を洗い出すなどして効率化を図り、増加部
分を極力減らす努力を行っている。また、本体予算における旅費や会議費の伸びを抑える努力も見られ、
予算の有効活用を模索している姿勢は評価できると考える。

－－－－－

 　合理化、機能強化のための改革が行われているか。
 　行われている場合はその現状と我が国としての評価

　　　 　　　　２　人
　　　うち　　０　人

１４９人
１．３％

外務省大臣官房国際社会協力部気候変動室

注：単年度限りの任意拠出金である

United Nations Framework Convention on Climate Change (UNFCCC)

（現在の構成員の出身国：仏）

First President of the Court of Account of France

気候変動に関する国際連合枠組条約事務局

外部監査官（External Auditors)

 最近３年間の我が国支払額及び拠出率、ODA率

平成１６年度
平成１５年度
平成１４年度

国　　　　名

国際機関等の財政（注２）
（2002-2003年度決算）

会計検査機関名

（注1）我が国と各国とは会計年度が異なるため、拠出率については暦年（2002年～2004年）。

 　邦人職員数
  うち幹部以上

　現在専門職の邦人職員が２名在籍しているのみであり、我が国の拠出金レベルからすると、不均衡な状
態が続いている。当省としても今後も事務局の人材配置計画と事務局ポストの充当状況を踏まえて、事務
局に働きかけていく。

－－－－－ －－－－－

当該機関の職員数及び
邦人職員が職員全体にし
める率


